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内容

① 2027年にどれくらいの物流のトラックドライバーが足りなくなるのか?

② 抜本的な打ち手はあるのか?
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物流のトラックドライバーは、10年後に24万人不足する見込み

出所: ｢労働力調査｣(総務省統計局); ｢物流を取り巻く現状について｣(国土交通省); ｢宅配の再配達削減に向けた検討について｣(国土交通省); ｢賃金構造基本統計調査｣(厚生労働省); 
｢トラック輸送状況の実態調査より｣(厚生労働省); ｢日本のトラック輸送産業現状と課題 ｣p13 (全日本トラック協会 ); ｢労働力需給の推計｣ http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/rouju.html (労働政策研究・
研修機構); ｢人口推計｣(総務省統計局); ボストン コンサルティング グループ分析
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物流のトラックドライバーの労働力の需要と供給に影響のある要素とその前提

概要 前提 影響

供給

• 国内全体では微減トレンドだが、
EC普及で宅配個数が増加

• 貨物の小ロット化により、
積載効率が低下

• 国交省が積極的に推進するも、
既に限界に近いところまでシフト

• 規制緩和により旅客と貨物の混載
輸送が可能に（バス・タクシー）

• 宅配ボックス・ロッカー設置が進み
再配達が減少

• 自動運転技術の進化により、
幹線における自動運転が普及

• 業界共通の課題である長時間労働
の実態が改善（頭数の増加）

• 高齢者ドライバーは引退
• 少子化で若年層の流入は限定的

• 過酷な労働環境等による不人気
が継続し、選択率は減少

需要

影響を与える要素

積載効率の低下

モーダルシフトの進展

規制緩和による代替
(バス・タクシーの混載輸送)

再配達の減少
(宅配ボックス・ロッカーの普及)

幹線の自動運転化

少子高齢化

選択率の減少

労働環境改善

荷物量の増減 直近5年のトレンドが継続

直近5年のトレンドが継続

直近5年のトレンドが継続

バスは2割、タクシーは3割が
混載輸送に進出

現在の再配達の半分程度
が削減

幹線輸送のうち25%が
自動化

超過労働時間を50%削減

現在の年齢構成が
そのままシフト

直近5年のトレンドが継続
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注: 数字は四捨五入
出所: ｢労働力調査｣(総務省統計局); ｢物流を取り巻く現状について｣(国土交通省); ｢宅配の再配達削減に向けた検討について｣(国土交通省); ｢賃金構造基本統計調査｣(厚生労働省); 

｢トラック輸送状況の実態調査より｣(厚生労働省); ｢日本のトラック輸送産業現状と課題 ｣p13 (全日本トラック協会 ); ｢労働力需給の推計｣ http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/rouju.html (労働政策研究・
研修機構); ｢人口推計｣(総務省統計局); ボストン コンサルティング グループ分析
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(参考) 今後10年で想定される物流のトラックドライバーの労働力の需要の変化
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出所: ｢労働力調査｣(総務省統計局); ｢物流を取り巻く現状について｣(国土交通省); ｢宅配の再配達削減に向けた検討について｣(国土交通省); ｢賃金構造基本統計調査｣(厚生労働省);

｢トラック輸送状況の実態調査より｣(厚生労働省); ボストン コンサルティング グループ分析
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(参考) 今後10年で想定される物流のトラックドライバーの労働力の供給の変化
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出所: ｢労働力調査｣(総務省統計局)、｢労働力需給の推計｣ http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/rouju.html (労働政策研究・研修機構);  ｢人口推計｣(総務省統計局);
｢日本のトラック輸送産業現状と課題 ｣p13 (全日本トラック協会 ) ; ボストン コンサルティング グループ分析
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内容

① 2027年にどれくらいの物流のトラックドライバーが足りなくなるのか?

② 抜本的な打ち手はあるのか?
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このギャップをどのように埋めるのか?  埋められずに妥協・負担するのか?

やるべきことを
確実にやっても… …ギャップは大きく… …どう埋めるのかが問題

現ドライバー数

83万人

72万人

供給

需要

96万人

ギャップ
24万人

SCMの抜本的な効率化を
推進するか?

物流サービス水準を
妥協するか?

消費者に負担を転嫁
するか?

モーダルシフトの進展

規制緩和による代替
(バス・タクシーの混載輸送)

再配達の減少
(宅配ボックス・ロッカーの普及)

幹線の自動運転化
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SCMの抜本的な効率化の鍵はどこにあるのか?

B2B

2

1

共同配送

4 製配販の連携

製造データ送付 納入

5 3Dプリンタの活用

製造元 物流会社 納入先

メーカー

B2B2C

消費者小売卸

テクノロジーの活用6

3 店頭を起点とした物流網の構築

需要予測
高度化
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まとめ

物流のトラックドライバーは、今後10年で現在よりも24万人不足する見込み

• 需要の観点では、ラストワンマイルの荷物量増加、積載効率の低下、また、働き方改革に
よる頭数の増加を、既存の打ち手であるモーダルシフト、規制緩和による代替 (バス、
タクシー)、宅配ボックス、幹線の自動運転化では全く埋められない

• 加えて、供給の観点では、少子高齢化、ドライバー職種の不人気により、ギャップがさらに
拡大する

こうした中で、まずは製配販全体として、SCMの抜本的な効率化にチャレンジする必要がある

• 共同配送、需要予測の高度化、店頭を起点とした物流網の構築、製配販の連携、
3Dプリンターや他のテクノロジーの活用が鍵となる

それでも埋められなければ、それは現在のサービスレベルを諦めるか、生活者がコストを
大きく負担するしかない
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慶應義塾大学理工学部
同大学院理工学研究科修了

IT関連企業の起業・経営、A.T. カーニーを
経て現在に至る

消費財、物流・流通・小売、メディア業界を
中心に、グローバル成長戦略、国内事業の
再構築、グローバル・ガバナンスおよび組織
構造の設計、新興国市場参入戦略の策定・
実行支援などのプロジェクトを手掛けている

BCG 消費財・流通・運輸 グループ、
マーケティング・営業 グループのコアメンバー

担当者

森田 章 ボストン コンサルティング グループ パートナー&マネージング･ディレクター

お問い合わせ先
ボストン コンサルティング グループ  マーケティング (広報担当) 伊原、直江

電話: 03-5211-0600、メール:press.relations@bcg.com


